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池 内 正 直
t,1930年代は作 家W.Fau!knerの生涯 に おいて,最 も稔 り豊か な時期で あ っ
た。 しか し,LightinAμgust(1932)とAbsalom,Aゐ▲10蹴∫(1936)tとk、ら
た,い ずれ劣 らぬ傑作の合 間に出版 されたPylbn(1935):は,.この作家の全作
品の 中で も,評 価の極 めて低い作品 であ る。実際C・Br旬ksやL・Thompson,
M.Backmanをは じめiわ が国の 西川正 身氏 編rフ ォ ・ー…ク ナー』(研 究社)等
のす ぐれ た研究者の 中で も;Pylonについ ての作 品論 は,残 念 なが ら見 出す こ
とはで きない。一方,作 家 自身 も後 に この作品 と作 中人物 についてピ お よそ次
の ように 言 ってい る。
私はAbsalom,Absalom了の執筆に行 き詰まD.てお り,し ばらくそれか ら
離れたかったのです。作 中人物たちはある一時代の衰相に出現 した現象的な
存在です。 どこか狂 らてお り反道徳的で,品 性に も愛に もまた神に さえも無
:縁な人 間たちで,嘲 に生 まれて夕に死すべ き生 きもの だったのです・それに
ついての物語 も面白かろうと思 った次第です。.しか しあ くまで もそれは,は
(1)
かばかしく進 まぬ本か らの一時的逃避のためで した。
自作 につい て しば しば韻晦 を弄 す る フ ォー クナーで は あ るが,'この作品 がわ
(2)
ずか三 ケ月で書 き上げられたごとと、も考え合わせると,上 の言葉はある程度額
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面 どお りに受 け取 って もよいで あろう。
で は,一 時代の現象 を作 品に描 き出すに 当 って,フ ォー クナーは どの ような
特質 を発揮 してい るあ かぷ しか もその時代どほ,:偶々いわゆ る;"30年代文学",
"マル7江 ム文学?'・の隆盛の頃で もあ ρたパ 社 会に対す る意 識が(Tobaece
Road(1932)を書いた)CaldweUをほんものrレ て"る が□ の欝 の欠如
は フォー クナーを安 っぽ く,無 意味 な メロ ドラマ的 な ものに してい る」 とい っ
た批評 がな され る ような風潮の下で,こ の作家 は,コ ンテ ンポラ リ ー な 素 材
を,ど の ように処理 したので あろうか。
(1)
,.この作 品は,こ の時期の フ,オー クナ ー と して は例 外 的に 都 市 を舞台に してい
る6明 らかにNew・,OrleanS・・.をモデルに したNewValois'の町 は,飛 行場の落
成 を記念する飛行競技大会t:Mqrdigras'の祭 りに湧 き立 っている6'作品はそ
こに集 ま冨 て来 た飛行機野郎たち と,こ れ を取材 にや って来 た新 聞記者 た ちを
め ぐ6て 展開す るので あ る。周知の とお り,1931年に リン ドバ← クが大西洋の
無着陸横断飛行 を為 し遂げて,'"空の英雄パ とも てはや された この時期は,大
空 に憧れて翔 ぶ若者 たちや,曲 乗 り飛行の技術 と勇気 を誇示す る飛行機野郎た
ちの姿 が,全 米 に汎 く見 るこ とがで きた。 フォー クナー もlg33年に操縦法 を習
(4)
い 始 め た とい う。 フ ォ ー クナ ー に と って,同 時 代 的 な 切 実 な 主 題 とは,マ ル ク
シ ズ ムの 問 題 で{‡な く、 ま してYVaitingfor幼θ.E傾;の 著 者LA・Fiedler
の 指 摘 す る,・"アメ リカへ の 回帰","大 恐 慌 三,,"スペ イ ンの 内 乱(あ るい は反.
(5)




挑 戦 す る ス ピ ー ドが もた らす,`FAfolklρreo.f:sLpeed"であ った の だ 。
Pylonに描 か れ た,"勇 気 あ る著 た ち"の 生 態 は,誠 に 奇 妙 な もの で あ る。
彼 ら は,旅 まわ りの 飛 行 機 野 郎 た ちの 一 家 で,飛 行 レー スの あ る と こ ろ は,カ
ナ=ダか'らくメ キ シ コに 至 る まで どこ な り と渡 り歩 い て い る。・そ の 一 家 は,操 縦 士
iの:Rgbert'Shu叩ann,ノ3ラシ.ユlrT`1)wa下士 の.'JackHolms3tそして この 二 人の
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男が共有す るLatierrieとい う女 とそめ息子か ら成 ってい るガ 彼女は 「油 だ ら'
けの作業着 を着て男の ような姿 を し,艶 のない剛 くて荒れたごわごわめ髪 は,
陽の 当づ1た所 はい らそ'う黒 づぼ く,陶 器でで きたよ・う'な眼の付いた陽焼 け した
(8),
顎 の 張 っ'た顔 付 き(19)」を し て い るC息 子 は,二 人 の 男 の う ち め ど ち ら が 父 親
で あ る か も わ か ら ぬ た め,両 者 の 名 を 一 つ づ つ 取 って,JackShumannと 名
付 け られ て い る6'=』 ＼'ttt-∵ 、"・t
彼 らの 生 態 は お お む ね,途 中 か ら一 家 の 仲 間 に なoた 整 備 工 のJig99と,こ.
の 町 の 新 聞 社 の 地 域 版 担 当 の 記 者 の 語 りに よ って 構 成 さ れ そ ゆ く6先 の 子 供 め
名 も,記 者 に よ る と,サ イ コ ロ を 振 って 決 め られ た も の で あ り,Laverneの 姓
もそ の 折 に 決 ま6た と'N・う6(後 にJiggsめ 語 る:とこ ろ に よ る と,彼 女 ほ 孤 児
だ っ た6)彼 らの 使 って い る 飛 行 機 は"obsolate二It・WasfasttWOy6arS"ago,
butthat's'twotyearsago..、.Thereain'tanother"pilot'o亘tthefe`ex亡ept
ShumannthatxcouMhave6寸enq曲1ifiedit'(11-`2)'》と い ら た 代 物 で あ る が,
Shur舶nnは バ イ ロ ン(標 識 塔)を 大 胆 な 技 術 を駆 使 して 旋 画 し,大 方 の 予 想
を裏 切 って 入 賞 す る 。 し か し,そ の 口の う ち に 賞 金 が 得 ら れ な い と な る と,ま
る っ き り文 無 し,か つ 宿 無 し に な り,記 者 の 下 宿 に こ ろ が り込 む こ と に な る 。







こ の 連 中 の,い か に も 現 代 人 的 な 姿 は,ま た 次 の よ う に 根 無 し 草 的 イ メ ー ジ









三 人 の 男 女 の 奇 妙 な 夫 婦 関 係 は,記 者 の 妄 念 を絶 えず 掻 き立 て る もの で あ る
が,.ζ れ ざ え.もま た,人 間 と.して で は な く,機 械 の イ メ ー ジの 横 溢 す る もの と
'








.この ように,飛 行機野郎たちの非人 間的な側面に対す る証言に事欠 くこ とは
ないが,競 技会最終 日のShumannの死'と,それに続 くLayerne・た ちの姿は,
更にその側 面 を際 立たせ るものである。故障 した自分の飛行機の代 りとして,
記者の尽 力に よって手に入れた,欠 陥飛行機に乗 ったShumannは,や がて飛
行場に隣接す る湖水に墜落 して命 を失い,死 体 もついに発見 されずに終 る。 そ
して彼の死 は,単 にそれだけで壮 終 らない。一家の離散の原因 とな る'ので あ
る。即 ち,後 に残 されたLaverneとパ・ラシ'ユー ト男Ho1msは,・Ohio州 の
Shumann,の実父 を訪れて,息 子 を置 き去 りにす るのだ。 し'かも,息 子の前に
二度 と姿 を見せぬこ とを約束 して。一方JiggSは,別の飛行士 と組 んで,こ の
町 を去 る。Laverneに対 する新聞記者のPrufrock的な片,恋も(こ の作品の第
6章は,"Love・songofJ.A.Prufrock"という題が付 け られてい る),いか
に もプル フロック的に断 ち消 えになる。 .,、1
こ うしてPslonの 世界に残 され るものは,.肉親の愛 もな く,男 女の恋 も生
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まれ得 ぬ 実 に索 漠 ・と した 光 景 で し か な い ・'Shumannのi`deathbywater"は,
諸家の指摘にあるように所詮 「再生」の契機にはならないのだ。また作品の標
題 ど も な っ て お り ・ 一 方 で はShumannの 死 を 呼 ぶ バ イ ロ ン は ・'-W・Brylowski
9)説 く と こ ろ の ・ 生 で は な く死 を 約 束 す る"ironic・displaced.phallicsymbol"
(9)
であ り・ それは まさに今 日的な世界の現象の象徴 として,見 事な もの と言 える
てrあろう、。 、t..i.、h。
しか し,、Pylonに描 き出 されたコ ンテンポ ラリーな様相 は,上 の ように飛行
機野郎たちの姿にのみ,見 られ るものではない。作品の舞台全体 が,、現代 とい
う時代の荒廃 を端的に示す もの として(こ れ らもまたJiggsと記者の視線に添
ρて)次 々に描 き出されるのである。先ず,竣 工成 った飛行場の宣伝文句か ら
して,"現代"の 色調を帯び させ られてい る。
ThisAirportWasRa桓edUpandCreated皿tofthe .:Waste、Iandat
theBo亡tomofLakeRambaudataCostofOneMiUionDqllarS・:, 一(12)
現代の"荒 地"、は,金 の威 力で蘇 らされ ようとしてい るのだ。女たち を傍 ら
に侍 らせてい る 「脂肪の固 まりの ような(25)」実業家の手に よって。 しか し,
この新 い 、舞台 も,初 日か ら事故に よる犠牲者 を生む,も う一つの荒地で しか
ないのだ。 しか も,こ の実業家は最初の犠牲に対 し一顧 をも与 えるこ とな く,
先のShumannの欠陥飛行機の レースへの参加 をも,強引に認 めさせ る・ ここ
は飛行士の生命 よりも,金 を払 った観客の方 が大事にされ る世界なのだ。実業
家の名"Feinmanはもちろん,feign-man(えせ紳士)の 謂いであろう。
この飛行場の出来事は,DosPassosのU.S.A.を思わせる,NeWsRee1
(新聞見出 し)を 所 々に クローズア ップす る手法 を通 して も,描 き出されてい
る。 それに よって伝 えられ ることは,無 論部分的な ものに過 ぎず,ま た人の死
さえも,そ の時限 りの興味本位の扱い方をされ るだけで,や がて忘れ られ何の
意味 も持 たぬ ものに なって しまう。元来現象の一部 しか捕え得ぬ新聞は,さ ら
にそれを完結 した もの として見なす誤 まちを犯 している。事柄の背後に横 たわ
● ● ● ● ●'.
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.6;1永遠 な る 相 を 切 断 して じ ま う已 と め 不 毛 園 主 ・汝 の よ 与 に 書 跡 れ そ し'・るb










こ こ に は ま た,"30年 代"と い う時 代 が抱 え て い た,多 難 な 経 済,社 会 問 題
の 一 端 が ゴ・「農 夫,銀 行 家,'ス トラ イ キの人 々,耕 作 面 積'天 気,'人 口 」'等々
の 見 出 しか ぽ うか が う こ とが で き るも・ブ ォエ グナ ご が,:この よ うな 蒔 事 的 な
問題に言及 したこ とは,ま った く例外的なこ とであろ う。 が,言 及 したとは言
え;.この作家の場合はあ くまで も,'"30年代作家"と は別次元の方向か らの も
のである。 フ ォ'一クナーにありては,上 の引用か らすれば、時事的 な経済,社
会 問題 も,.'「悲劇的で あ り,不 毛で,永 劫不滅 なるもの」であ るか ら,却 って
今 さ らそれ を絶対視 して 「驚 ろ くほ どの ことではない。(55)」それについて騒
ぎ 立て るこ とは1新 聞がそうあ るご とく,不 毛なこ ととい うのであろ う6し て
み るど 砂1碗 は;先 ず飛行機野郎たちの生態が問題であ ったが・ そめ連 中の
背後あるいは周辺にさえも,同時代の社会参加の作家たちが意識 したような諸
(10)
問題は,影 を投 げかけて ぎてはい ないのであ る。
・.飛行士たちの周辺にある都市 は,狼雑な喧躁に満 ちている。飛行大会 とMardi
grasの祭 りが重な って,町 はふ くれ上が り,液 ともなる と通 りの雑踏 も,ホ テ
ルδ)混乱 と荒廃振 りも,奔放 を極 めてい る。PPtlbnの文体は,"akindoflylicai
pl。em治あると指摘す る'Aもい認ll特 にこめ町の光景 を推 す るあt、Dl'zl,
その混乱振 りを反映するかのように」複雑で晦渋な文が切れ 目な く続 いて い
一6一 一







こ こ で 投 じ ら れ た 様 々 の 色 の 紙 テ ー プ や 紙 つ ぶ て は,翌 朝 の 街 路 に 見 苦 し く
散 乱 して い る もの で あ り,こ と さ ら作 品 の 冒 頭 か ら読 者 め 目に 入 ら て き『一て,
NewValoisの 町 の 荒 廃 を 印 象 付 け ・る も1わと な つ て い る。'i
都市の 中の もう二 つの現代都市ともい えるホデルの有様 は,:なおい っそう頽











都市に集 まって来 た人 々の もた らす狂躁は,間 もな く始 まるLentの宗教的季
(12)
節 とは,余 りに もか け離iれた もの と な って い るの で あ るd.'・'.
Pylonの舞 台 の 荒 地 的 性 格,不 毛 性,荒 廃 と喧 躁,非 宗教 性 等 は ・'.枚挙 にい
とまが な い ほ どで あ るσ そ れ らを映 し出 す 文 体 も,・先 に 述 べ た とお り,'複
・雑極 ま りな い もの とな
って,.不吉 な文 ・章 を生 ん で い る。 こ ごで 「さ ら に も う ・.一
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つ,.この世界の主要 な役割 をにな りてい る飛行機についての描写 を 見 て み よ








機 械 が価 値 の シ ン ボ ル と して もて は や され た 時 代 は,も う遠 い 過 去 の ア メ リ





的な存在 として描かれているのだ。 この時代の飛行機 野郎た ちは,荒 地的世界
の まっただ中で,現 代の怪物 を御 して,あ るいはそれに挑戦 して,や がて亡び
てい ったのである・ これこそ・フォー クナーが意 図 レた・"afolkloreofspeed"
(15)
な の で あ ろ う。
(五)
一 か つ 一(L・A・フ ィー ドラー ぱ ド1930年代 は 多 くの 作 家 に と って 誠 に 不 幸 な時
代 で あ った と述 べ,フ ォー ク ナ ー のPylonとHemingwayのToHave・and
(16)
HaveNot(1937)を,その証 左 として示 したこ とが あった。確かにヘ ミング
ウェイは,社 会参加の文学 を書い たばか りでな く,自 らも反 フ ァシズムの戦い
に,身 を投 じて ゆか ざるを得 なか った。一方 フォー クナー も,上 に触れた とお
り・・同時代の現実の諸相 を表現 しようとい う;、試みは確 かにな してい る。そん
なところか ら,当 時の心 ある批判家か らは,.作家 としての生命の衰 えを懸念 さ
(17)
れた り,ま たYoknapatawphaへ回帰す るよう示 唆 を受 けて もいた ようである・
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しか しこの作家の,同 時代の経済,社 会問題に対する姿勢や,作 品内での処
理の方法については,既 に述べた ところで ある。 む しろ,フ ォー クナーの描 く
今 日的世界 とは,H・Waggonerの言 を借 りれば,「共同体の喪失」,「家族,家
庭の意義の縮小」,「慣習,'掟の弱体化」,「人間の流動化」が,問 題 かつ批判の
(18),
が,ま た それゆえに,彼 の現代批判は,対象 となる ような世界 なのであるb
T.S,Eliotからの借 り物に過 ぎぬ とい った批評 も,PNIon出版 当初か ら下 され
て きてい るので ある。Brylowskiとい う批評家 は,表 面的な神話的内容や思想
も,テ ーマや プロッ トと溶け合わず,,アルージョンの域 を出てい ない とい う点
(19)
を指 摘 して い る。D.T.Torchianaも,「彼 の 反 ・現 代 は,一 つ の 発 見 と言 え
(20)
るような ものではな く,αρ夕伽 ∫な もの だ」 と述べてい る。 そして,こ の批
評家は さらに続 けて,・「フォー クナーに よる真の発見は∴む しろ飛行士た ちの
"半人聞的"外 観の内側にあ る,本 質的 な人間性であ り,ま たNewValoisの
普通の人 々に見 られ る,本 質的な非人 間性で ある ように思われる」 と指 摘 し
て,、以後の批評の方 向 を定 めている。
実際 このTorchianaの優等生的批評の示す とお り,Shumannをは じめ,
パラシュー ト降下士 も整備工 も,読 者には意外 とも思 えるような,人 聞味や堅
気ぶ りを発揮 するのである。た とえば,Shumannの墜落の現場 を見ていた観
客たちの語 る ところに よれば,彼 は第一 に後続の レース機の防害にな らぬ よう
に,最 後の力を尽 して急上昇 した。次 に,地 上の群衆の頭上に落 ちぬ ように方
向を操作 して湖に落下 したのだ。(この時,ほ とんどの群衆は,Shumannの妻
君の様子が どんなふ うで あつたか とい うこ とを,噂 し合 うのに夢 中だ った。)
また,`パラシュー ト降下士は,新 聞記者に精 一杯の金 を預けて,自 分たちの
借金の返済分 と,Shumannの死体が上 った時の,親 元に送 る運賃に充てるよ
う依頼す る。 その際,運 賃 を受取人払いにせぬことを,繰 り返 し強調 し,自 分
の連絡先の宛名を委ね る。 さらに,記 者の好意 を,Laverneの機嫌のいい時IF
伝えるこ とを約束 して立 ち去 って行 く。
この町 を発 とうとしてい る,、もう一人の飛行機野郎めJiggsに も,最 後は
人間味の ある優 しさを見て とるこ とがで きる。彼は二 日前に,な け なしの22ド
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ル半の金 をはたいて買 ったブーヅを,質 屋で換金 して5ド ルの金 を得 る。 それ
で キャンデ ィを一箱 と,安 雑誌三冊に替 えて,Laverneたちのみやげに しよう
とす るのだ。.1、 ∵,、
、以上の ように,飛行士たちの人間性 は幾 つか,"発見竺す るこどがで きる6が,
とは言 え,1物語の結末に近い箇所の,家 族の分散,殊 に母 と子の分離 とい う一
事 は,ど の ように解すれば よいのか。 これは,上 に"発 見".された人聞性 とい




・ltHoweの言 うanti・clmaxの部分は,作 品の最後の二章 を占めてい る。 ここ
での叙 述法は,、それ以前の章に比べ ると,客 観描写の部分が相 当に多 くな って
い るふ また・描写の対象 も・新聞記者か らい っそ う自由にな ってい る。 あるい
は,視 点は記者 か らかな り距離 が置かれてい る,と 言 って もよい。"そして,前
述のTorchianaの言 う"発 見"が 見 られるの も,こ のantidimaxめ箇所に
おいてなのである。 それは また,本 稿の(1)に あ っては,:およそ見出すこと
ので きなか った,あ るい は指摘す ることのなか った,側 面に相 当す るのだ。換
言すれば,こ れ らは新聞記者やJiggsには見 えなか った箇所,そ して また眼の
届かぬ箇所に相 当するのであ る。 と言 うこ とは,現 実の飛行機野郎 た ちと,記
● ● ● ●6■ ■ ■ ● ● ● ・
著たちの見た彼 らの姿の間には,微 妙な隔た りが存在することを示唆するもの
● ●o● ● ● ● ● ● ● ■ ● 句 ● ● ● ■ ● ■ ● ● ■ ■ ● ● 句 ●.● ● ●.
であろ う。 だ とすれば作品の最後の2章 の存 在は,飛 行機乗 りの連 中が,新 聞
記 者や他の人 々に よって どの ように見 られ たか,そ して また,ど め ように見 ら
・ ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ●o● ● ● ■ ● ● ● ■ ● ●
れ なか ったか とい う点 を,明 らかにす るもの として,大 きな意味 を持 つ もの と
■ ● ● ● ● ■
考 えてよい ものではないだろうか。
飛行機野郎たちが,ど の ように見 られていたか とい うことは,本 稿の(1)
で説いた ところであ る。 それは一・言で言えば,記 者が 口癖の ように繰 り返すご
と く,「 奴 らは人間な どではない」 とい うことであ った。が しか し,現 実の彼
らは,前 述の とお り,意 外に も,二 重 に も三重に も人 聞的 な側面 を,持 ちあわ
せ ていたのだ。ではその他に,anti-climaxの部分で 明 らかにな ることは何かd
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先 に,パ ラシュー}5降下士 が,Shumannの死体 を親元に送 ることを,新 聞記、
者 に依頼 して金 を預 るとい う,こ れ もまた意外に堅気 な一面のあることを記 し
た。一方,湖 水の周囲 を取材 してい る各社の新 聞記者たちには,男 のそ うい っ
た一面 を,ま っ・た く見 ることがで きていないのだ。ただ,'「なに,ホ トゲの送
り先 な どあるまい,た とえ上 った として もな」 とか,「 ああい う奴 らは死体に
かける金 な ど持 って はい るまい,元 々金 とは縁 もゆか りもござんせ ん か ら な
(212)」等 としゃべ り散 らして,両 者(見 られる側 と見 る側)の 聞に横たわる
ミゾを示 してい るの だ6.
Pylon'の中で,視 的的人物 として考 え られて よい新聞記者の,視 線 がま った
く届 かない箇所の描 写の岸つにt－作品の結末近 くで,LavemeがShumannの
実父 を訪 ねて,息 子 を委ねて去 る場 面があ る。 ここで読者が初めて 知 る こ と
は,彼 女に もう一人 子供が生 まれ るとい うことであ り,だ か ら彼女 らは 「お金
が必要 なんです,・それ こそが ロー ジャーがあの競技会で手に しようとしていた
もの なんですr(225)」とい うことで ある。.そしてさらに,生 まれて くる子供は,
ロージャーの子で はない とい うrことで もある。 ところが新聞記者はttLavefne・
が生身の肉体 を持 ってお り,や がて子供 さえ も生む女性 とい うふうには思い た
くないのだ った。 「飛行機 が抱 き合 うことな ど,我 々には想像で きない ことだ
が,そ れ と同 じで彼女 らの,愛 し需 め合 うところな ど,と て も考えられない こ
とだ(168)』と,思 ってい るのだ。(こ れ より先,同 じく第5章 に お い て・
Lavern¢が、Kansasの小 さな町で初めてパ ラシュ]ト 降下 をした条が;、客観的
に叙述 されてい る箇所 がある(141-6)。ここで も,彼 女が人 並みの精神 と生身
の肉体 を持 った女であ って,恐 怖に駆 られた彼女が,極 端に性的な行動 をとる
場面が示 され てい る。)1書
Laverneや飛行機 野郎 たちの,金 に対す る欲求や必要 性も,こ の記者や第三
者たちには思い及 ばぬこ とであらた。記者は,既 に引用 した とお り,飛 行士た
ちの求めてい るもあ は;'f金そ もな く,・まして名誉 なんかではない(35)」と・
誤解 してい る。:誤解 はさらに,・「彼 らの必要 なものは明 日まで食 って寝 るだけ
のほんの2,・3LV,Vです(55)」とい う言葉や;酔 いつぶれてい る間に連 中に失
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敬 された金 を 「それは金 じゃない。金 なんか じゃな い(105)」としてい るとこ
ろに も,見 るこ とがで きるであろ う。 また整 備士のJiggSも,賞金の増額 を求
め るス トライキをす る飛行士たちに対 して,「 金の問題 とは違 う。'物めたて ま
えの問題 さ。な んで俺 たちに金 な ど用がある ものか(108)」とい う観 点 しか持
ち得 ないのであ る。
飛行機 野郎た ちの真の姿 を見抜 くこ とがで きなか った,も う一群の人 々がい
た。 それはシ ューマ ンの落 下 した湖水に,情 報 を求めて集 ま った各社の新聞記
者 た ちだ。彼 らは作品の最初 か ら登場す る記者 とは異 な ってゴ より客観的な立
場 か ら,'飛行 士たちを見 るこ とがで きるはずで ある。 しが し彼 らも',Shutnann








さ らに別の一人 は,オ飛行機男た ちの 目的が金であ ろうと見てはい るものの,'
それで得 る賞金 も,結 局は女の服地 に使 われた り,「 今泊 ってい るどこかの場
所か らホ テルへ移 って,'2日もか けてはたいて しまうんだろ うよ(213)」とい
う程度 に しかジ 考え得 ないので ある。'Shumahnが,・生 まれて くる子供が 自分
の 子供ではないこ とがわか っていなが ら,死 を賭 して空に翔 んだ,'"勇気 ある
者〔で あるとい う一点は,物 語の最初か ら彼 らに接し,.彼ら と行動 を共に した
記者やJiggsを初めとしてい誰の眼からもっいに見 られることはないのだ。
こう'してみ ると,作 品の最終の2章 は,、飛行士たちの真相 を明 らかに して,
先に得 られてい た観的 を覆 し,新 聞記者や第三者た ちを,.いわば コケにす る箇
所∫:そして読者に一種の"背 負い投 げ竺 を食 わせて みせ る箇所 とな らてい るの
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で ある。つ ま り,こ こで見 られる ものは,MaupassantあるいはMaughm'流
の短篇小説の意外 なオチの面 白さに通ず るものである ど言 え る で あ ろ う。
PPtlonとい う作品の持ちてい る意味は,飛 行機野郎 たちに見 られ る,意 外な人
間性の発見 とい うよりも;む じろ彼 らを見てい る人物たちが却 って コケに され
てい るとい う,意 外性 と滑稽 さの 中に実はあるのではないだ ろうか。 この作品
は,発 表 当時か ら今 日にいた るまで,こ の観点か ら見 られ るこ とが少 ない よう
(22)
であるが,や は り,こ の才力 シサ を担 えねば,何 もな らないので は な か ろ う
かδ そこで,以 下では,物 語の世界の中枢にいて,結 局は一番滑稽な人物 とし
て扱かわれ ることにな ってい る,新 聞記者につい て考察 し,さ らに また別の様
々のcomicな側面について も触れてみたい。
(亙)?
新 聞記者}ごっいては,上 に繰 り返 し言及 して きているが,そ の都度筆者に と
って誠に困 ○たことは,彼 には名前 が与え られていない とい うごとで あつた。
こと{こ,ant▲-climaxの場面では,他 の新聞記者たち も何人 か集 まって来てい
るのだが,小 稿 を進め るに当 っ七 互いの混乱 を来 さずに論述 し得 た か ど う
h・,いささか心 もとない。が,こ こで注 目したいのは,彼 の無名性 が;単 なる
{禺然ではな く○極 めて周到に用意 されてい るとい うことである。実際作 中で少
な くとも三度は,他の人物た ちの間で彼の具体名 が話題になる場面があるの だ・
しかしその都度,読 者は期待 をは ぐらか され る。第一回 目は,編集長のHagood
(彼iこさえ,ち ゃん どした名前が与え られてい る!)が 記者の アパー トを訪 ね
る箇所。彼 は二度 まで,記 者の名前 を呼んでい る。が しか し,そ れ も客観的 な
叙述形式で"screamedth6name(65)"とされ てい るだけなのだ。 仮 りにこ
れが芝居の一場面であれば,こ れだけで済 まされ るはずがない。具体的な固有
名詞が観客の耳に届 く・はずであ ろう。・またこめ箇所で,Hagoodに応答す る男
は,「俺の知 る限 りそんな名め野郎はい ませんぜ』 とか,同 室の着たちに向 う
て 「そんな名持の誰 かいるかい?」 と語 るが,具 体名は述べ られてい ない。、二
回目とい うのは,記 者が入社 して間 もない頃の箇所 だ。 そこで も 「信 じ難い名
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前」…ど述べ られて はい るが,そ れが どうい う名で あるかは,わ か らず じまいで
'あ
る(68-71)6三回目は,当 人 とJiggsとの会話においてで ある。・ここで もや
は り,・奇妙な名前 らしい とい う.ことがわか るだけに とどまる6,「なあ,ゆ うべ
の奴がお前の名前 を教 えて くれたんだ。ほんとにあんな名 なのかい?キ リス
(23)
:ト様 に 誓 って もい い ん だ う な?(107)」'こうい う具 合 で ,`彼の 氏 名 は 巧 み に 避
け られ"k・ii.'彼は 始 め か ら し まい まで,た だ,・t`rePorter'7.でしか ない の で あ る。,
彼 の 容 姿 は;'「骸 骨 の よ う」 で あ り,「お ば けの よ う」 で あ り,「死 人 の よ う」
で ある か 乏 思 え ば,「 冬 の 畑 の か が しの よ'う」 で もあ る。'彼が 初 め て人 々 の 前
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この人物が・ お よそ並みの人聞 とも思えぬ様相 をしているとζうがダ実に念入
入りに細 々と表現 されてい る。 この ノッポ碧くD着て、♪る服は,別 の とこ ろでは,
シワ ク、牙 ヤだ らけで,「 コー トの片側の ポケ ッ トはは黄色い原稿用紙で ぶかぶ
かにな ってい る。(31)」i 、 、
以上の ように,先 ず確 たる名前で呼 ばれない こ とといい,そ の異様な姿,形
といい・ よれよれの服装 といい,'.これ はまるで芝居の 中に登場す る"道 化"に
.も似た特質ではない竃1;轄 彼がJig9。と並んで立ってい鵠 撚 ,「正統







姿,形 が道化のそれならば,で は彼の行動の面における特質は どうか。彼ば
先ず,,自分の職務に対する十分な適格性を持ちあわせてはいない。記事の取れ
そうな現場へ,あ らか じめ出現 しているという不思議な能力がある一方で,彼
の見て く、るものはまるで新聞記事 にな り得ぬ面で しかないのだ。い ら立 った編
集長は彼に向 って,「 家へ帰 って部屋に閉じ込 もって錠をかけ,鍵 を窓から放
く　　ラ
リ出して その ことを書いておれ(37)」とか,「我が社の必要 とす るものは小説
ではない。 ノーベル賞 を取 る小説で さえ もな く,ニ ュ一一スなのだ(38)」『と怒
鳴 らねばな らぬ始末 だ。
この人 物はまた,金 には縁のない男 だ。た と.え持 つ・ていて も。'気前 よく使 っ
た り貸 してや って しま う。そ して絶 えず,編 集長に借金の無心 をし,し か一もそ
の度にち ゃん と要求通 りの もの を,せ しめてい る。母親の再婚の祝い と言 って
週給の倍額 を,飛 行機野 郎たちの宿 を求 めて歩いた車代の10ドル何 がしか を・
あるいは飲 んだ くれて豚箱に入 ってい るJiggsの保釈のために50ドル・Laverne
たちの銭 別の ために100ドル等kと い った具合に。 この ような・現実社会に対
する無関心 とか適応 性の欠如 は,や は り道化的な一面であろうし,毎 晩の よう
に飲 んだ くれて新 聞社 をクビに され そうにな つた り,酔 いつぶれて 「地獄の深
淵からの出戻 りか,地 獄の住人の ような 目付で物 を見てい る顔(101)」をして
いるあた りも,「異形の姿 をもって出現 して,市 民た ちの 日常感覚 を脅やか し・
機知 と悪態 と笑いに よって 「賢」 と 「愚」・の価値規準 を くつがえし・共同体の
(26)
慣習 と秩序 を撹乱 し活 幽 ヒしたあげ くに,や がて 「法」に よって追放 され る」
道化の一つ のパター ンに,相 通 じるものがあ・ると言 って よい。
この ような観点 を念頭において,.あらためて新聞記者 に対す る叙述 を見たと
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き,こ の人物を直接的に,道化的存在 として取 り扱 っている箇所の少 なくない
こと を,":認め る こ どが で き る。・上 に 触 れ た,Jiggsとの 名 コ ン ビ振 りは,喜 劇
々団 の ノ ジポ とチ ビで あ った 。 そ して ま た あ る時 は,'ド ン ・キ 赤 一 デ と し て描
か れ(37),あ る時 は 短 刀 直 入 に バ カ(fool)'なの で あ る。・しか も誕 生 日は4月
1日(196),即 ちAllFools'Dayの生 まれ な の だ。 彼 が"PrUfrock'iとされ
て い るの も,ま た その 一 つ で あ る。 プル フ ロ ッ ク即 道 化 的 人 物 で あ ろ う。 さ ら
に,'この 記 者 が,後 述 の よ うtに,飛 行 士 た ち に 尽 くす 姿 に あ・る もの は1「 身 分
(27)
違 い の お 姫 様 に か な わ ぬ 思 い を 捧 げ る と い う」'道化 の パ タ ÷ ンに 相 応 す る も の
だ 。 、つ ま り彼 の 行 動 の す べ て は,彼 に と っ て 美 姫Laverne・ を 喜 ば せ ん が た め
の もの だ っだ か らで あ る 。 た と え ばShunlannと 一 緒 に,競 争 用 の 飛 行 機 を 求




・'%露 痂 απlkeship.'γ逗 〆,wegot-it.'That'swkatwewent.overthere
fer."、・t.tご(152)
彼の尽 力は彼 女の意に添 うもめではな く,「なんてばかな人(youidiot,161)」
と蔑す まれ るば か'りだ。作品の しまいか ら第2章"Love-songofJ.A.Pru-
frock"において彼の口か ら'は,「あの人 はわかって くれなか った……」 という
独 り言が,何 回 も繰 り返 されるのである。記者Prufrockの恋 は,つ いに思い
姫 に通 じることな く,悲 しい ピエロの片思いに止 まるのである。
この人物の道化的側面 を,さ らに間接的に支持す るもの として,次 の二点 も
注 目しておいて よいであろう。その一つは,彼 の住む アパー トが芝居の イメー
ジで,そ れ も茶化 し半分 とも言える イメージで,描 かれてい ることである。即
ち部屋 その ものは 「芝居用の死体置場 を拾 って きた ような(67)」もので あり,
それは 「芝居小屋のオ ンポロカー テンで(66)」二つに仕切 られてい るのだ。
その第二点は,彼 が 「あ りとあ らゆる浪人者,宿 無 し,や け っぱち,食 い っぱ
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ぐれ ど もの 守 護 聖 人 な らぬ,パ トロ ン的 聖 人(133-4)」と され て い る こ とで あ
る 。W.B.Yeats1の説 くと こ ろの"月 の28栢"に よれ ば,;一そ の 第27相 に は 「聖
(28)
人 」が現われ,最 後の第28相には 「道化(愚 者)」が現われ るの だ とい う。 こ
の こ とをもって して も,'当の新聞記者 が道化に近い人物であ ると,言 うことが
で きるであろ う。
次に この人物が,飛 行機野郎たちのために為 した行為 について,1そめ主な も
のの幾つか を見てみ よう。彼は先ず,宿 無 しの連 中のために,'町か ら飛 行 場
へ,そ して また町中の 自分の アパー トへ と,宿 泊所 を捜 して深夜 まで彷復 を続
ける。(こ の時,借 金の 申入れ を受 けた直後 に社 を出た,編 集長の時計は2時
半(63)にな ってい る6)このこ とは,彼 の思い姫に 「今晩 中私の旦那 を停車
場に坐 らせて おいて きなが ら,明 日の レースには勝 って もらお う6て つ もりな
の(61)」と憤 らせ てい るばか りでな く,翌 日の レースでのShumannの 飛行
機の故障の,間 接的な原因 とな って さえい ると,考 えることも可能で あ ろう。
記者は,故 障 した飛行機の代 りの もの を,Shumannが入手で きる よう奔 走
する。'両者 とも金がないに もかかわ らず5,000ドルの手形 を作 り,自 分 もその
保証人になる とい う,突 拍手 もない行為 を平気でや ってのけ る。あげ くの はて
に手に入れた飛行機 が,'・件の欠陥機なの だ。彼 が試運転に同乗 し,「 空聞 も時
間も無 くなった ような思い(157)」をして,欠 陥部分の重量配分の調整 を図 り,
飛行 を可能 に した ことが,結 局はShumannの死 を招 くこ とにな った。飛行機
の所有者の反対に もかかわ らず,Shumannは新聞記者ならぬ砂袋 を積 んで 叱
一スに参加 し℃ 無理 な旋回 をしたの だ。記者の 努力は,Shumann・の死に帰i
したばか りではない。彼 が 「もう一機手に入れて くれた」ために,飛 行機 野郎
たち,な かんず くLaverneの「ただ欲 しいのは,一 軒の家,一 ・つの部屋)・小
屋,石 炭小屋で もいい わ…(120)」とい う,つ つ ましい定住への願望 を,却 っ・
て裏切 うていたので ある。
新聞記者は,町 を去 って行 くLaverneのために,も う一度好意 を尽 くそう・
とする。 パ ラシュー ト降下士か ら預か っだ75ドル と,編 集長がち無心 した100
ドルを,模 型飛行機の 中に入れて 目だたぬ ように して,彼 女の息子に委ね るの
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だ。一が しか しその その金 も,Shumannの父親の眼の前に現 われた時,ス トー
ブの灰 に帰 して しまう。 それ1も,Laverneが肉体 で購 った汚れた金で あろ う.
と,誤 解され て。
この ように,記 者の善意に基づ く幾つかの行為,そ れ.もしば しば命がけの行
為1主 いずれ も的はずれで あ った り,災 難 を招いた り,誤 解に よって無為,無
意味な ものにな っ.てし'まうのである。.・これは まさに,道 化の茶番劇に も等 しい
で あろ う。実際 この記者 は,そ の登場の初 めか ら ドタバ タ喜劇(burlesque)の
役者 として,再 三言及 さ'れてい る と,ころで もあ った(16,.17)。またJiggsも・
そのあた りを指摘 レて・ 「初 めは悲劇にな りそ うだ った。(しか し ドタバ タの手
違いが起 って)喜 劇にな っち まった(203)」と言 ってい る。 さらに背景 とな る
Fr知己a頒 州 その ものが,劇 の,1しか もこれ また ドタバタ喜劇の,.比喩で もっ






か くて新 聞記者め織 りなす ドラマは,壮 大 なフランジアナ州 を'舞台に,'Mardi
grasのカーニバルと時 を合 わせそ演 じられ る,ズ ッコケ喜劇 とな ってい るの
だ。 しかもcomicな もの の中に'pathosが同居す る1第)級 の茶番劇 と言 っ
ていいのである。.'
そ う言 えば,こ の作品の中には,登 場人物の ズ ッコケた行為 を描写す る箇所
が,諸 所に散 りばめ られてい るのである。Jiggsの髪剃 り跡には,「 理容学校
で もまねので きぬ ような切 り傷 がついてい る(50)」し,'頭の禿げた編集長が
車に乗 ると,「 産科用器具の ような」 ゴル フ ・クラブの入 ったバ ッグが,一 再
な らず彼の頭 上に倒れかか6て くる(63,64)。記者 がアブサ ンを・買いに行 く
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と,「2,3本 虫歯 をのぞかせた牧羊神の ような顔付 きの」店 員が,・.奥に入 って
ジンに鎮痛剤 を注 ぎ,'色ばか りはそれ と見える代物 を手 渡 す ぱ63二4)。彼 が
Jiggsと間違 えられて,パ ラシiー ト男 か ら一発 プンナ'グられ るあた り'も(14),
下 タバ タ喜劇の一場面で ある し,Jiggsがドアを開 けると↓1「前夜姿 を消 した
ホス トが,酔 い つぶれて足元にゆ っくりと倒れかか って きた(87)」こととか,
そんな彼 か ら,「い つ もは一枚 しか失敬 しないのが ニグロの女の本性」 で あ る
掃除婦が,一この 日はあ り金全部取 って しまうあだ り乳 しか も彼女が まζ としや
かに・ 「金が残 っていたん じや この白人 さんの見せ しめにならん よ(97)」と
洩 らすあた りな ども,burlesque的と言 えよう。・1. ..・
・ことほ どさように,Pylon・全篇は上の ような滑稽なエぜ ソー.ドに 溢 れ て い
る。'がしか し,そ れで終始す ると思えば,作 品の結末に至 るや,こ れ また意外
な ドンデ ンi返しがも う一度 用意 されてい る。即 ち,・新聞記者の非道化的人物ぺ
● ■ ● ●
の変貌であ り・ また都市の非カーニバル的それへの変容である。当初 ま、どもな
記事一つ書 く・こともで きず,編 集長の怒 りを買らてばか りいた記者は㌫ここで
は 「ニ ュース とい うばか りか,文 学の芽 とも思える文章や語句(229)」をつ ら
ねた原稿 を,.思い切 り良 く破 り捨てて,1新聞記事 として十分な適格性 を具えた
文章 を作 り上げてい るのだ。一方MardigraSゐ酔狂 を呈tて いた都市 も元'今
や沈滞 した 日常性の中に埋 もれ てい く 記者 その人 をも引 き込んで。その泥



















作 品のヒの ような展開,・つ まり 「反秩序 が秩序に おさまる」 とい う展開は,
(30)
実は喜劇の パタ÷ ンに十分 則 った もの なのであ り,こ れはやは りた だ"面 白
V・"と言 うしかないであろう。批評家の中には,新 聞記者 をseriousあるいは
realisticcharacterと抱 えようとして,彼 の 日常性 か らの脱出の願望が裏切 ら
(31)
れ る ドラ マ と解 す る 向 き も あ る が,む し ろ1・-Howeの ご と く"ironicclown"
(32)
・と解 す る方 が ,よ り適 切 で あ ろ う。 ま たM・Millgateが,こ の 記 者 と.Light
(33)
in'AUgustの一人 物ByronBUnch'との類似性 を指摘 してい るが,両 者の道
化的側面 に関する限 りは,そ れ も妥 当な解釈 と言 って よいであろう。いずれに
せ よ,PPtlonとい う作品は,中 心人物である新聞記者 の滑稽 さと,さ らにその
周囲に波及 した喜劇性 を無視 しては,語 り得ぬ もの と言 うことは確 か で あ ろ
う。(た だそれ を写 し取 る叙述のあ り方や文体は,先 にあげた引用 に も見 られ
るとお り,誠 に複雑で難解 を極 めてお り,喜 劇の それにはふさわ しからぬ もの
が ある。 とは言 え,そ のふ さわ しか らぬ ところ,換 言すれば内容 と言葉の齪鶴
とい うことす らも,む しろ道化芝居にはふさわ し くはあるまいか。あるいは ま
たこの複雑 な文章,AJ.Guerardの言 う"brygeometricnotationoftrivia"
(34)
も,度 を過す と却 って滑稽 な ものにな り得 るとい う観 点 も,成 り立つのではあ
るまいか。)
(百)
既 に述べた ように,フ ィーー ドラーは,1930年代 は文学 者 たちに とって不幸な
時代で あ り,フ ォークナーに どって も例外ではない と していた。・しか し上で触
れて きた とお り,フ ォー クナーは この不幸な時代の諸相 を題材に して,意 外性
に満ち た人生模様,トとりわけユーモアとペイソスの併存す る道化の物語,あ る
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いは喜劇 をξ描 き出 しているので ある。一そ して実は,こ れは単に面白い とい う
ばか りでな く,Pylonのヨ ンテクス トにおける 「新 聞の記事」 とは,対 雛的な
極 にあ る 「永劫不滅なる」相 を,も のの見事に描 き取 ってい るのである。
S,Spenderは,TheStruggleoftkeModernにおいて,作 家達の同時代に
対 する態度 を区別 して,t'その時代 を絶対的な もの とtて 参加の文学 を書いた一
派 を"thecontempgrary"とし,.他方歴史の連続 性の中で時代 を抱 える作家た
(35)
ち をi`themOdern"として い る。 ス ペ ン ダ ー は,前 者 の 範 躊 に 属 す る作 家 と し
て,'Shaw,Wells,Bqnnett,'そして30年代 作 家 と呼 ば れ る人 た ち を あ げ,後 者
に はJoyce,Lawrence,Eliot,.Woolfをあ げ て い る。 この こ と を考 え 合 わ せ
て,Pylonを 振 り返 って 見 る と き,フ ォー ク ナ ー とい う作 家 も も う一人 の 典
型 的 な"themodern"であ る と,考 え る こ とが で き るで あ ち う。
以 上 フ ォー クナ ー の 作 品 の 中で は,検 討 され る こ との 比較 的 少 な か った作 品
に つ い て,幾 分 の 考 察 を試 み て きた が,こ の 作 家 の 作 品 の 系 譜 の コ ンテ ク ス ト
に 照 ら して み る と,PPtlonにお け る喜 劇 的 な面 ば か りを強 調 し過 ぎた とい う,
懸 念 が残 らな い で は ない 。 あ の 複 雑 な呪 文 の よ う な文 体 の 背 後 に は,作 家 の 暗
い 凝 りが,何 か 悲 劇 的 な もの が,秘 め られ て い るの で は な い か。 が,文 体 と作
品 内 容 の ダ イ ナ ミ ッ クな 構 造 に つ い て の 考 察 は,筆 者 の 手 に 余 る もの で あ り,
本 稿(皿)の 末 尾 に 記 した 部 分 は,あ るい は 有 らず もが な の 逃 げ 口 上 で あ り,
良 く言 って 簸 屑 の 引 き倒 し とい った もの で あ るか も知 れ な い 。 た だ,一 時 代 の
現 象 を,そ れ も1930年代 とい う時 代 の そ れ を題 材 に した,Pylonと い う作 品
が,意 外 に 面 白 い 構 造 を持 った 作 品 で あ り,か つ ま た それ が フ ォー ク ナ ー の
「現 代 性 」 を一 層 際 立 た せ る もの で あ る とい う一 点 だ け は,指 摘 し得 た の で は









"方 で は 加manismの 観 点 か ら.,f色情,欲.望,残 酷 と死`め`みを描 く」(Gra加ille
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